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3．Whole　bodyシンチカメラ像のM．　T．　F評価

。安田　憲幸　　田中　公輝　　雨皿　　正

　　　　（奈良医大付属がんセンター）

全身のImageの撮影にCameraのWhole－Body

用の装置を使用してggmTcでの骨，67Gaでの腫

瘍などのScintigramを行っているが，最適な

Scan－Speedを求める目的でNon－Scan．の場合と

Scan．させた場合とをレスポンス関数を用いた解

像力と同時に感度を比較検討した．

　〈方法＞99mTcで0．6mmφのline－Sourceを5

cm間隔で6本用いCollimeter　10，000H．，1，900

H，の2種類で距離の変化（0～30cm）とSpeed

の変化（14～65cm／min．）の強度分布を求めた．

使用装置はRickr社製Dyna　Camera皿C．

　〈結果＞Non－Scan．時に距離が大きくなると両

Collimeterとも，解像力，感度が低下した．特に

1，900Hは10，000Hに比べ距離による感度の低

下が大きかった．Scan－lmageはSpeedに伴い当

然感度は低下したが解像力の低下はなかった．

　〈考察＞Whole－Body－lmageの場合解像力の低

下は距離のみを考慮すればよく，ggmTcで骨シソ

チを行う場合10mCi投与で30cm／min程度で十

分なScan－Imageが得られた．

4．事務用複写機によるシンチゲラム複写画像の

　　画質検討
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　（阪大病院・中放RI検査室）

　近年，RI検査の件数も増加し，検査結果の保

管管理も繁雑化してきている．そこで当院では，

原画を中央保管し，コピーを貸し出すシステムを

取り入れた．従来の貸出しは，デュープフィルム

やポラロイドフィルムによるものであったが，コ

ストが高く，手間もかかった，ところが最近，事

務用複写機の画質が向上し，原画の画質をそこな

わない程度にまでなった．我々は数種の複写機を

比較し，画質の検討をしてみた．結果，銀塩写真

にはまだまだ劣るが，検査の報告書として十分に

役立った．複写機は液乾式複写機（PPC方式）が

優れ，写真専門用に，トナーの量などを調整し使

用している．この使用により，コストが数十分の

一 となり，手間もほとんどかからなくなり，中央

保管が完全化され，シソチグラムの紛失などがな

くなった．
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　RIトレーサ曲線の解析に汎用されているコソ

パートメント・アナリシスをシステム工学の立場

から離散的に行う新しい方法を開発した．本法

は，従来の指数関数による動態曲線の推定とは異

なり，deterministicにコンパートメント数を決定

し，系の出力に関する自己回帰差分方程式により

基準モデルを決定する方法である．

〔コンパートメント数の決定〕観測データ勇を要

素とするN行K列のHankel行列H，を求め，　k

を順次増加させたときのH♂H虎の正則性よりコ

ンパートメント数を判定した．一般に観測データ

は雑音成分を含むので，系の出力．y、を要素とする

Hankel行列をHkとすると，　H♂H炎の固有値は

λ（H，τHk）＝λ（泓TH虎）十Nσ2（N：データ数，σ

1雑音の分散）と表現される．すなわち，コソバ

・一・一 トメント数nは，λ（H々TH・）をk個求め，各々
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